
船舶事故調査報告書 

平成２８年２月２５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２７年８月１３日 １０時５５分ごろ 

発生場所 山口県上関
かみのせき

町上関港 

 上関導灯（後灯）から真方位１３５°４８０ｍ付近 

 （概位 北緯３３°４９.６′ 東経１３２°０７.１′） 

事故の概要  漁船戎
えびす

丸は、北西進中、また、ミニボート（船名なし）は、漂泊

中、両船が衝突した。 

 戎丸は、右舷船首部に擦過傷を生じ、また、ミニボート（船名な

し）は、船外機に擦過傷を生じた。 

事故調査の経過 平成２７年９月２４日、調査を担当する主管調査官（広島事務所）を

指名 

原因関係者から意見聴取実施済み 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 戎丸、１.５トン 

   ＹＧ３－５７０１２（漁船登録番号）、個人所有 

   第２７０－４６９８８号（船舶検査済票の番号） 

Ｂ ミニボート （船名なし）、長さ２.４５ｍ 

   なし、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

Ｂ 操縦者Ｂ、一級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 右舷船首部に擦過傷 

Ｂ 船外機に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西、風速 約６m/s、視界 良好 

海象：波高 約０.３ｍ 

 事故の経過  船長Ａは、左舷方を向いた姿勢でオーニングの修理をしながら航行

していた。 

 操縦者Ｂは、右舷方から接近するＡ船を視認したが、まだ距離があ

り、Ａ船が漂泊中のＢ船をいずれ避航するものと思い、左舷方を向い

た姿勢で釣りの準備をしていたところ、Ａ船が至近に接近しているこ

とに気付き、船外機を始動して前進にかけたが間に合わなかった。 

分析  Ａ船は、船長Ａが、オーニングの修理をしていて、見張りを行って

いなかったことから、漂泊中のＢ船に気付かなかったものと考えられ

る。 

 Ｂ船は、操縦者Ｂが、右舷方から接近するＡ船を視認した際、Ａ船

が漂泊中のＢ船をいずれ避航するものと思い、左舷方を向いた姿勢で

釣りの準備に注意を向け、見張りを適切に行っていなかったことか



ら、Ａ船の接近に気付かず、漂泊を続けたものと考えられる。 

原因  本事故は、Ａ船の船長Ａが見張りを行っておらず、また、Ｂ船の操

縦者Ｂが見張りを適切に行っていなかったため、両船が衝突したこと

により発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・常時適切な見張りを行うこと。 

 


